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461 フランス革命前夜のルーヴル美術館計画

フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
計
画
（
一
七
五
一
―
一
七
八
九
年
）

田　

中　
　

佳

は
じ
め
に

今
日
、
世
界
最
大
級
の
美
術
館
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
パ
リ
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
は
、
一
七
九
三
年
八
月
十
日
、
革
命
政
府
の
下
で
開
館

す
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
過
程
で
教
会
お
よ
び
亡
命
貴
族
・
王
族
の
財
産
が
没
収
さ
れ
、
国
有
財
産
と
な
っ
た
後
の
開
館
で
あ
っ

た
。
と
は
い
え
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
産
物
と
み
な
し
て
し
ま
う
の
は
早
計
で
あ
る
。
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
美
術
館
計
画
に

は
、
一
七
四
七
年
に
公
に
さ
れ
た
提
案
以
来
、
四
十
五
年
あ
ま
り
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
以
降
、
王
室
建
造
物
局
（B

âtim
e

n
s d

u
 

R
o

y

）
を
中
心
と
す
る
美
術
行
政
当
局
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
開
設
に
向
け
た
準
備
を
整
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
革
命
政
府

に
よ
る
開
館
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
最
終
段
階
に
過
ぎ
な
い
。

ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
で
の
美
術
館
計
画
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
古
典

的
な
研
究
で
は
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
歴
史
や
建
築
史
、
美
術
史
な
ど
の
文
脈
で
断
片
的
に
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
り
）
1
（

、
本
格
的
な
考
察
は

一
九
六
二
年
に
コ
ネ
リ
ー
が
発
表
し
た
学
位
論
文
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
）
2
（

。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
三
十
年
以
上
を
経
た
一
九
九
四
年
に
、
マ
ク

レ
ラ
ン
が
広
範
な
美
術
行
政
文
書
の
徹
底
的
な
精
査
に
基
づ
く
研
究
を
公
刊
し
た
）
3
（

。
日
本
で
は
一
九
八
七
―
八
八
年
に
、
鈴
木
杜
幾
子
が
美
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術
館
計
画
の
全
容
を
論
じ
て
い
る
）
4
（

。
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
創
設
史
に
関
す
る
研
究
は
近
年
に
な
っ
て
進
展
を
見
せ
て
は
い
る
が
、
開
館
以
前

の
美
術
館
計
画
の
実
態
、
お
よ
び
そ
れ
が
当
時
の
社
会
の
中
で
担
っ
た
意
味
に
つ
い
て
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
美
術

館
計
画
を
め
ぐ
る
行
政
当
局
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
文
化
・
社
会
の
動
向
は
、
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
反
映
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
前
夜
の
文
化
的
変
容
を
理
解
す
る
上
で
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
テ
ー
マ
と
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
十
八
世
紀
中
葉
に
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
構
想
が
芽
生
え
、
一
七
五
〇
年
に
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
と
い

う
か
た
ち
で
暫
定
的
に
実
現
し
た
後
）
5
（

、
再
び
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
美
術
館
計
画
が
本
格
化
す
る
過
程
を
詳
細
に
論
述
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
美

術
館
の
政
治
的
意
図
と
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
糸
口
と
し
た
い
。

一
、
ル
イ
十
五
世
期
の
構
想

（
1
）
マ
リ
ニ
ー
時
代
（
一
七
五
一
―
七
三
年
）

一
七
四
七
年
に
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
を
提
案
し
た
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝
テ
ィ
エ
ン
ヌ
（L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

, 

É
tie

n
n

e
; 1

6
8

8

―1
7

7
1

,  

以
下
ラ
・
フ
ォ
ン
と
略
記
）
は
、
前
世
紀
末
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ
宮
廷
が
移
動
し
た
の
に
伴
っ
て
ル
ー
ヴ
ル
宮
が

荒
廃
し
て
い
る
状
況
を
嘆
き
、
同
宮
を
再
生
さ
せ
る
意
味
も
兼
ね
て
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
内
に
王
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
を
訴
え
た
）
6
（

。

ラ
・
フ
ォ
ン
の
提
案
は
早
々
に
当
局
の
目
に
留
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
採
り
入
れ
る
か
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

ル
ー
ヴ
ル
宮
で
は
な
く
、
セ
ー
ヌ
川
か
ら
や
や
離
れ
た
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
創
設
は
、
フ
ラ
ン
ス
初
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
と
い
う
意
味
で
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
術
愛
好
家
た
ち
は
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
必
ず
し
も
満
足
せ
ず
、
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
）
7
（

。
も
っ
と
も
王
権
側

も
、「
特
別
に
造
ら
れ
る
建
物
」
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
展
示
す
る
た
め
の
、
あ
く

ま
で
も
暫
定
的
な
場
所
と
当
初
か
ら
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
8
（

。
つ
ま
り
当
局
は
、
将
来
、
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
た
め
の
専
用

の
空
間
を
新
設
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
こ
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
そ
の
た
め
の
一
段
階
と
位
置
づ
け
て
い
た
の
で

あ
る
。

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
実
現
さ
せ
た
ル
ノ
ル
マ
ン
・
ド
・
ト
ゥ
ル
ヌ
エ
ム
（L

E
N

O
R

M
A

N
D

 D
E

 T
O

U
R

N
E

H
E

M
, 

C
h

arle
s-F

ran
ço

is
-P

au
l;  

在
任
一
七
四
五
―
五
一
）
の
亡
き
後
、
王
室
建
造
物
局
総
監
職
を
引
き
継
い
だ
マ
リ
ニ
ー
侯
爵
（M

A
R

IG
N

Y
, 

A
b

e
l F

ran
ço

is P
o

isso
n

, m
arq

u
is d

e
;  

在
任
一
七
五
一
―
七
三
）
は
）
9
（

、
美
術
に
関
す
る
深
い
知
識
と
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
持
っ
て
い
た
も

の
の
、
七
年
戦
争
（
一
七
五
六
―
六
三
）
な
ど
の
煽
り
を
受
け
て
予
算
の
確
保
に
苦
し
み
、
思
う
よ
う
な
美
術
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
）
10
（

。

と
は
い
え
、
マ
リ
ニ
ー
も
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
整
備
に
は
最
大
限
の
努
力
を
傾
け
た
。
一
七
五
五
年
二
月
に
バ
ル
ビ
エ（B

A
R

B
IE

R
, E

d
m

o
n

d
-

Je
an

-F
ran

ço
is; 1

6
8

9

―1
7

7
1

）
は
、「
見
事
な
ヴ
ュ
ー
・
ル
ー
ヴ
ル
の
計
画
に
着
手
さ
れ
た
」
と
、
こ
の
事
業
を
好
意
的
に
記
録
し
、
宮
殿

周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
の
解
体
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
）
11
（

。
同
年
四
月
の
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
の
記
事
か
ら
は
、
マ
リ

ニ
ー
が
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
改
築
と
完
成
に
つ
い
て
建
築
家
に
検
討
を
依
頼
し
、
す
で
に
複
数
の
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
）
12
（

。

ま
た
国
王
顧
問
会
議
も
、
一
七
五
八
年
十
二
月
二
十
六
日
に
「
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
完
工
」
に
関
す
る
王
令
を
纏
め
、
長
年
検
討
さ
れ
て
き
た

ヴ
ュ
ー
・
ル
ー
ヴ
ル
と
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
を
完
全
に
繋
ぐ
計
画
が
再
び
浮
上
し
た
）
13
（

。
だ
が
七
年
戦
争
の
開
始
に
よ
り
財
政
は
逼
迫
し
、
こ
の
計

画
は
な
か
な
か
進
展
し
な
か
っ
た
。
結
局
一
七
七
〇
年
に
は
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
工
事
現
場
の
足
場
を
解
体
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
完
成
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
の
中
断
と
な
っ
た
が
、
五
十
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
整
備
に
着
手
し

た
マ
リ
ニ
ー
の
取
り
組
み
は
、
一
七
六
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
科
全
書
』
第
九
巻
の
「
ル
ー
ヴ
ル
」
の
項
目
の
中
で
、「
マ
リ
ニ
ー
氏
は
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こ
の
建
造
物
の
保
存
と
い
う
最
も
重
要
な
事
業
を
最
近
に
な
っ
て
実
施
し
た
）
14
（

」
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
計
画
は
主
に
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
建
築
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
マ
リ
ニ
ー
は
一
七
六
四
年
に
、
造
幣
局
と
王
室
調
度
品
保
管
所
、
徴
税
局
、
大
使
館
な
ど
を
ル
ー
ヴ
ル
宮
内
に
集
め
、

こ
こ
に
王
の
図
書
室
と
劇
場
を
付
設
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
い
う
）
15
（

。
こ
れ
を
受
け
て
建
築
家
の
ス
フ
ロ
（S

O
U

F
F

L
O

T
, Jacq

u
e

s-

G
e

rm
ain

; 1
7

1
3

―1
7

8
1

）
は
、
一
七
六
七
年
九
月
二
十
八
日
に
王
の
図
書
室
に
関
す
る
覚
書
を
マ
リ
ニ
ー
に
提
出
し
て
い
る
）
16
（

。
翌
年
初
頭

に
は
、
王
室
調
度
品
保
管
所
と
王
の
図
書
室
に
つ
い
て
の
素
案
が
国
王
に
提
出
さ
れ
た
。
結
局
、
こ
れ
ら
の
構
想
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

マ
リ
ニ
ー
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
を
学
問
や
芸
術
の
殿
堂
に
仕
立
て
た
い
と
い
う
意
欲
は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
七
六
八
年
に
出
版
さ
れ
た

ル
ブ
ー
ル
（R

E
B

O
U

L
; ?

―?

）
の
著
書
は
そ
の
美
術
館
・
博
物
館
化
の
よ
り
具
体
的
な
構
想
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

世
界
中
で
最
も
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
王
の
絵
画
は
、倉
庫
の
な
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
最
も
美
し
い
技
芸
の
殿
堂
を
作
る
と
い
う
、
偉
大
に
し
て
立
派
な
計
画
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。﹇
こ
の
計
画
で
は
﹈
次
の

よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
王
の
図
書
室
は
、
河
を
臨
む
ヴ
ュ
ー
・
ル
ー
ヴ
ル
全
体
に
設
置
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
ア
ポ

ロ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
修
繕
さ
れ
、
絵
画
を
展
示
す
る
サ
ロ
ン
に
は
適
切
な
装
飾
が
施
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
メ
ダ
ル
や
版
画
の

収
蔵
室
、
ド
ン
サ
ン
ブ
レ
イ
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
自
然
の
珍
奇
の
収
蔵
室
、
そ
し
て
王
の
貴
重
な
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

ル
ー
ヴ
ル
の
広
大
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
続
け
て
設
置
さ
れ
（
地
図
は
エ
コ
ー
ル
・
ミ
リ
テ
ー
ル
に
移
さ
れ
る
だ
ろ
う
）、
そ
こ
で

は
公
衆
が
こ
れ
ら
全
て
の
富
を
享
受
す
る
だ
ろ
う
。
も
し
こ
の
計
画
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
芸
術
を
司
り
芸
術
家
た
ち
を
保
護
す

る
賢
明
な
大
臣
M
侯
爵
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
博
物
館
（M

u
sœ

u
m

）
の
最
も
目
立
つ
場
所
に
彫
像
が
置
か
れ
る
に
値
す
る
）
17
（

。

ル
ブ
ー
ル
の
記
述
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
マ
リ
ニ
ー
は
ラ
・
フ
ォ
ン
の
提
案
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
単
な
る
美
術
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
な
く
、
学
問
と
芸
術
の
所
産
の
全
て
を
結
集
さ
せ
た
「
博
物
館M

u
sœ

u
m

」
を
開
設
す
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
を
抱
い

て
い
た
こ
と
に
な
る
）
18
（

。
し
か
し
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
事
件
を
端
緒
と
す
る
王
権
と
高
等
法
院
の
確
執
の
中
で
、
一
七
六
九
年
に
モ
プ
ー
派
の

ア
ベ
・
テ
レ
ー
（T

E
R

R
A

Y
, Jo

se
p

h
-M

arie
, ab

b
é

;  

在
任
一
七
七
三
―
七
四
）
が
財
務
総
監
に
就
任
す
る
と
、
失
脚
し
た
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル

（C
H

O
IS

E
U

L
, É

tie
n

n
e

-F
ran

ço
is, d

u
c d

e
; 1

7
1

9

―1
7

8
5

）
の
側
に
立
つ
マ
リ
ニ
ー
の
政
策
は
し
ば
し
ば
介
入
さ
れ
、
妨
害
さ
れ
た
）
19
（

。
美

術
に
対
す
る
深
い
理
解
ゆ
え
に
遠
大
な
理
想
を
掲
げ
た
マ
リ
ニ
ー
で
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
財
政
面
で
の
支
援
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
総
監

の
座
を
テ
レ
ー
に
明
け
渡
す
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
ア
ベ
・
テ
レ
ー
時
代
（
一
七
七
三
―
七
四
年
）

マ
リ
ニ
ー
の
後
を
継
い
だ
ア
ベ
・
テ
レ
ー
は
、
当
初
か
ら
ル
ー
ヴ
ル
に
美
術
館
を
開
設
す
る
計
画
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
一
七
七
三
年
七
月
に
総
監
に
就
任
す
る
と
、
同
年
八
月
初
旬
に
は
、
美
術
愛
好
家
の
ラ
コ
ン
ブ
（L

A
C

O
M

B
E

, Jacq
u

e
s; 1

7
2

4

―1
8

1
1

）
か
ら
次
の
よ
う
な
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
絵
画
を
パ
リ
に
飾
れ
ば
、
新
た
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
は

一
七
六
〇
年
に
、
こ
の
崇
高
な
計
画
を
マ
リ
ニ
ー
閣
下
に
提
案
し
ま
し
た
が
、
氏
は
そ
れ
を
平
和
の
後
に
延
期
し
ま
し
た
。
パ

リ
は
芸
術
の
殿
堂
、
お
よ
び
外
国
人
の
出
会
い
の
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
あ
な
た
は
栄
光
を
お
好
み
の
は
ず

で
す
。
ミ
ュ
ー
ズ
た
ち
が
熱
心
に
あ
な
た
を
褒
め
称
え
る
で
し
ょ
う
。
彼
女
た
ち
の
気
に
入
る
よ
う
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
）
20
（

。

ラ
コ
ン
ブ
は
マ
リ
ニ
ー
の
総
監
時
代
に
も
美
術
館
の
創
設
を
提
案
し
て
い
た
が
、
七
年
戦
争
の
最
中
と
い
う
こ
と
で
後
回
し
に
さ
れ
て
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し
ま
っ
た
た
め
に
、
新
総
監
で
あ
る
テ
レ
ー
に
期
待
を
か
け

た
。
テ
レ
ー
は
早
々
に
ル
ー
ヴ
ル
計
画
の
重
要
性
を
納
得

し
、
早
速
、
王
付
き
主
席
画
家
で
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ

ミ
ー
院
長
の
ピ
エ
ー
ル
（P

IE
R

R
E

, Je
an

-B
ap

tiste
-M

arie
; 

1
7

1
4

―1
7

8
9

）
に
ル
ー
ヴ
ル
計
画
の
検
討
を
要
請
す
る
。
ピ

エ
ー
ル
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
「
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
」
に

王
の
絵
画
を
展
示
す
る
案
を
提
出
し
、
テ
レ
ー
も
こ
れ
を
受

け
入
れ
、
一
七
七
四
年
四
月
に
は
計
画
に
着
手
し
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
「
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
」
と
は
、
ヴ
ュ
ー
・

ル
ー
ヴ
ル
と
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
と
を
結
ぶ
翼
棟
の
二
階
の
部
分

で
あ
る
（
図
1
）。
セ
ー
ヌ
河
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
こ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
全
長
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
で

あ
り
、
長
辺
に
四
十
六
の
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
は

当
時
、
国
内
諸
都
市
の
模
型
や
地
図
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
「
地
図
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
（
図

2
）、
ア
ベ
・
テ
レ
ー
は
そ
れ
ら
を
エ
コ
ー
ル
・
ミ
リ
テ
ー

ル
（
陸
軍
士
官
学
校
）
に
移
管
し
て
学
生
の
教
育
に
役
立
て

よ
う
と
考
え
た
。『
ア
ベ
・
テ
レ
ー
の
回
想
録
』
を
著
し
た

コ
ク
ロ
ー
（C

O
Q

U
E

R
E

A
U

, Je
an

-B
ap

tiste
-L

o
u

is
; 1

7
..

図1 「1730年代のルーヴル宮周辺地図」
※セーヌ河沿いに建てられている翼棟の2階部分が
「グランド・ギャルリー」である
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―1
7

..?

）
に
よ
れ
ば
、
テ
レ
ー
は
模
型
を
撤
収
し
た
後
の
グ
ラ
ン
ド
・

ギ
ャ
ル
リ
ー
に
、「
古
代
の
間
や
家
具
調
度
保
管
所
に
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
る
国
王
の
絵
画
や
彫
刻
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
家
具
調
度
品
の
至

宝
」
を
展
示
し
て
「
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
冬
の
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
と
す

る
」
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
）
21
（

。
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
（V

au
x

h
all

）

と
は
、
一
六
六
一
年
に
開
設
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
庭
園
で
あ
り
、
園
内
に

設
置
さ
れ
た
記
念
碑
や
彫
像
、
文
化
的
な
催
事
な
ど
が
売
り
物
と
な
り
、

一
種
の
社
交
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
ア
ベ
・
テ
レ
ー
は
「
水
際
の

ギ
ャ
ラ
リ
ーG

ale
rie

 d
u

 b
o

rd
 d

e
 l ’e

au

」
と
も
呼
ば
れ
た
グ
ラ
ン
ド
・

ギ
ャ
ル
リ
ー
に
美
術
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
冬
の
寒
さ
を
心
配
す
る
こ

と
な
く
、
美
術
品
を
見
な
が
ら
セ
ー
ヌ
川
の
美
し
い
景
観
を
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
パ
リ
版
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
考
え
た
の

で
あ
る
。「
こ
れ
﹇
冬
の
ヴ
ォ
ク
ス
ホ
ー
ル
﹈
が
人
々
の
目
と
好
奇
心
に

与
え
る
恒
常
的
な
糧
は
、
ど
ん
な
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
で
も
提
供
で
き
な
い
」

も
の
と
期
待
さ
れ
、
テ
レ
ー
が
総
監
の
職
に
留
ま
っ
て
い
れ
ば
必
ず
こ
れ

を
実
現
さ
せ
た
だ
ろ
う
と
コ
ク
ロ
ー
は
述
べ
て
い
る
）
22
（

。
だ
が
ル
イ
十
五
世

の
死
去
に
伴
っ
て
、
テ
レ
ー
は
ま
も
な
く
総
監
の
任
を
解
か
れ
、
具
体
的

な
方
策
は
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
同
計
画
は
次
の
総
監
の
手
に
引
き
渡
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
マ
リ
ニ
ー
と
テ
レ
ー
の
時
代
に
は
、
さ
ま

図2 「グランド・ギャルリー内部」　ニコラ・ブラーレンベルグ
 《ショワズール公の嗅ぎ煙草入れ》より，18世紀，個人蔵
 ※諸都市の模型が置かれ，壁には地図が掛けられている
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ざ
ま
な
構
想
が
浮
上
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
美
術
館
の
計
画
が
進
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
ル
イ
十
六
世
期
の
計
画
――
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
時
代
（
一
七
七
四
―
八
九
年
）
――

（
1
）
展
示
作
品
の
調
達

一
七
七
四
年
、
ア
ベ
・
テ
レ
ー
の
失
脚
の
後
、
新
し
い
国
王
ル
イ
十
六
世
（
在
位
一
七
七
四
―
九
二
）
の
下
で
総
監
職
に
就
い
た
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
（A

N
G

IV
IL

L
E

R
, C

h
arle

s C
lau

d
e

 d
e

 L
a B

illard
e

rie
, co

m
te

 d
’;  

在
任
一
七
七
四
―
九
一
）（
図
3
）
は
、
就
任
当
初
か
ら
ル
ー

ヴ
ル
宮
に
美
術
館
を
開
設
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
最
初
の
兆
候
は
一
七
七
四
年
九
月
二
十
一
日
に
ラ
コ
ン
ブ
へ
宛
て
ら
れ
た
手
紙

の
中
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
具
体
的
な
計
画
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
）
23
（

。

と
こ
ろ
で
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
管
理
人
を
務
め
て
い
た
バ
イ
イ
（B

A
IL

L
Y

, Je
an

 S
ilvain

; 1
7

3
6

―1
7

9
3

）
は
、
ダ
ン

ジ
ヴ
ィ
レ
の
着
任
か
ら
数
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
バ
イ
イ
家
が
代
々
王
室
建
造
物
局
へ
貢
献
し
て
き
た
旨
を
長
々
と
述
べ
、
新
し
い

「
美
術
館
」
に
お
い
て
も
相
応
の
役
職
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
手
紙
を
送
っ
て
い
る
）
24
（

。
こ
う
し
た
要
求
の
存
在
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の

美
術
館
構
想
が
前
任
者
た
ち
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
す
で
に
実
現
可
能
性
が
高
い
と
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
バ
イ

イ
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
の
中
で
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
役
職
へ
の
言
及
は
避
け
て
い
る
も
の
の
、
す
で
に
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
「
地
図
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
に
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
美
術
作
品
を
展
示
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
）
25
（

。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
美
術
館
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
展
示
す
る
作
品
の
準
備
に
着
手

し
た
。
展
示
作
品
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
第
一
に
旧
来
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
、
第
二
に
ダ
ン
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ジ
ヴ
ィ
レ
の
下
で
新
た
に
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
作
品
、
そ
し
て
第
三
に
同
時
代
作
家
へ
の
注
文
作
品
、
す
な
わ
ち

「
奨
励
制
作 travau

x
 d

’e
n

co
u

rag
e

m
e

n
t; travau

x
 d

’é
m

u
latio

n

」
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
美
術
館
に
ど
の
作
品
を
展
示
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的

な
構
想
を
知
る
手
が
か
り
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
す
で
に
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
公

開
さ
れ
て
い
た
が
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
暫
定
的
な
場
所
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
は
王
弟
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
伯
爵
（
後
の
ル
イ

十
八
世
）
の
同
宮
へ
の
移
住
に
よ
り
一
七
七
九
年
に
幕
を
閉
じ
る
が
、
た
と
え
そ
う
し
た
事
情
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー

図3 ジョゼフ・シフレッド・デュプレッシ原画
 《ダンジヴィレ伯爵》1779年，油彩・カンヴァス，
 144×106cm，ヴェルサイユ宮殿美術館

※ダンジヴィレの右手の下に広げられているのは
グランド・ギャルリーの図面である

の
展
示
作
品
は
い
ず
れ
新
し
い
美
術

館
に
吸
収
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
美
術
館

の
構
想
に
つ
い
て
語
る
際
に
、「
国

王
の
絵
画
を
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
集
め

る
」、「
国
王
の
全
て
の
絵
画
と
彫
刻

を
集
め
る
」、「
国
王
の
貴
重
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
集
め
る
」
と
い
っ
た
表

現
を
多
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る

王
族
が
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま

れ
る
絵
画
を
自
ら
の
居
室
に
飾
り
た

い
と
申
し
出
た
折
に
は
、
王
族
で
さ

え
国
王
の
絵
画
を
私
物
化
す
る
こ
と
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は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
行
為
は
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
国
王
の
絵
画
を
集
め
る
」
と
い
う
計
画
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
こ
の
要
求
を
撥
ね
付
け
て
い
る
）
26
（

。
こ
の
よ
う
な
史
料
か
ら
察
す
る
に
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
美
術
館
を
開
設
す
る
ル
ー
ヴ
ル
宮
グ
ラ
ン

ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
、
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
美
術
作
品
（
少
な
く
と
も
絵
画
と
彫
刻
作
品
）
を
で
き
る
限
り
多
く
展
示
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
）
27
（

。

ま
た
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
新
た
に
購
入
さ
せ
た
作
品
の
傾
向
か
ら
は
、
彼
が
抱
い
て
い
た
美
術
館
の
展

示
の
全
体
像
が
間
接
的
に
浮
か
び
上
が
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
一
七
七
五
年
か
ら
一
七
八
九
年
の
間
に
二
三
〇
点
以
上
の
絵
画
を
購
入
し

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
美
術
館
の
た
め
」
の
作
品
と
さ
れ
、
多
額
の
費
用
が
投
じ
ら
れ
た
）
28
（

。
そ
の
際
、
と
く
に
力
点
が
置
か
れ
た
の

は
、
旧
来
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
は
比
較
的
数
が
少
な
か
っ
た
北
方
絵
画
や
ス
ペ
イ
ン
絵
画
の
獲
得
で
あ
っ
た
）
29
（

。
こ
の
よ
う
な
傾
向

か
ら
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
イ
タ
リ
ア
、
北
方
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
各
流
派
の
作
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
展
示
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
主
に
十
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
頻
繁
に
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
競
売
会
の
場
で
購
入
さ

れ
、
王
付
き
主
席
画
家
ピ
エ
ー
ル
、
絵
画
管
理
官
ユ
ベ
ー
ル 

・ 

ロ
ベ
ー
ル（R

O
B

E
R

T
, H

u
b

e
rt; 1

7
3

3

―1
8

0
8

）、
画
商
パ
イ
エ（P

A
IL

L
E

T
, 

A
le

x
an

d
re

-Jo
se

p
h

; 1
7

4
7

―1
8

1
4

）
と
い
っ
た
人
物
が
作
品
獲
得
に
尽
力
し
た
）
30
（

。

こ
う
し
て
構
成
さ
れ
た
美
術
史
の
体
系
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
は
「
現
代
」
の
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
展
示
は
第
三
の
「
奨
励
制
作
」
を
も
っ
て
完
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
初
め
て
奨
励
制
作
の
構
想
を
公
表
し
た
の
は
王
室
建
造
物
局
総
監
に
就
任
し
た
一
七
七
四
年
十
二
月
三
日
、
王
立
絵
画

彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
の
例
会
の
席
上
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
物
語
画
と
フ
ラ
ン
ス
の
偉
人
の
彫
像
を
定
期
的
に
注
文
制
作
さ

せ
る
こ
と
を
発
表
し
た
）
31
（

。
注
文
作
品
の
構
成
は
、
毎
回
、
古
代
の
歴
史
を
描
い
た
絵
画
を
六
―
八
点
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
主
題
を
描
い
た
絵
画

が
二
点
ほ
ど
、
そ
の
他
の
宗
教
画
や
神
話
画
な
ど
が
二
点
ほ
ど
、
そ
し
て
彫
刻
は
フ
ラ
ン
ス
史
上
の
偉
人
の
彫
像
が
毎
回
四
点
と
な
っ
て
お

り
、
一
七
七
七
年
か
ら
八
九
年
ま
で
の
七
回
の
注
文
を
通
じ
て
、
合
計
で
絵
画
が
九
十
三
点
と
彫
刻
が
二
十
七
点
制
作
さ
れ
た
）
32
（

。
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絵
画
の
具
体
的
な
主
題
を
見
て
み
る
と
、
こ
こ
で
注
文
さ
れ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
ロ
コ
コ
の
時
代
に
大
部
分
を
占
め
て
い
た
神
話
画
や
伝

統
的
な
宗
教
画
で
は
な
く
、
圧
倒
的
に
歴
史
主
題
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
歴
史
主
題
に
重
き
を
置
い
た
の
は
、「
徳
と
愛

国
的
な
感
情
を
か
き
立
て
）
33
（

」、「
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
）
34
（

」
を
示
す
こ
と
を
奨
励
制
作
の
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
た
か
ら
で

図4 ノエル・アレ《アテナイ人キモンの施し》1777年サロン，
 油彩・カンヴァス，322×322cm，パリ，ルーヴル美術館

あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
、
宗
教
や
神
話
と
い
っ

た
理
念
的
・
観
念
的
な
逸
話
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
存
在
し
た
史
実
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
当
時
は

そ
う
考
え
ら
れ
て
い
た
出
来
事
に
基
づ
く
主
題
を
選
ん

だ
。
つ
ま
り
、
美
術
館
の
展
示
作
品
を
通
し
て
世
俗

的
な
徳
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、「
一
七
七
七
年
の
サ
ロ
ン
の
た
め
の
注
文
」（
第

一
回
奨
励
制
作
）
に
含
ま
れ
る
《
ア
テ
ナ
イ
人
キ
モ

ン
の
施
し
》（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）（
図
4
）
は
、
富

裕
な
人
物
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ア
テ
ナ
イ
の
将
軍
キ
モ

ン
（K

IM
O

N
; B

C
 5

1
2

?

―B
C

 4
4

9
?

）
が
、
自
ら
の

領
地
の
壁
を
取
り
壊
さ
せ
、
人
々
に
庭
の
果
実
を
自
由

に
取
ら
せ
た
と
い
う
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
）
35
（

、
私

利
私
欲
よ
り
も
公
共
善
を
優
先
す
る
公
人
の
理
想
像
を

表
し
て
い
る
。
同
年
に
注
文
さ
れ
た
《
バ
イ
ヤ
ー
ル

の
自
制
》（
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
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館
寄
託
）（
図
5
）
は
、
夜
を
共
に
す
る
相
手
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
若
い
娘
の
純
潔
さ
に
心
打
た
れ
た
騎
士
バ
イ
ヤ
ー
ル
（B

A
Y

A
R

D
, 

P
ie

rre
 d

u
 T

e
rrail, ch

e
valie

r d
e

; 1
4

7
6

―1
5

2
4

）
が
、
彼
女
を
別
の
部
屋
で
寝
か
せ
、
翌
日
、
母
親
に
婚
資
金
を
与
え
て
解
放
す
る
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
史
上
の
逸
話
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
り
、
欲
望
を
抑
え
て
節
制
を
重
ん
じ
た
精
神
の
気
高
さ
が
全
面
に
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
彫
刻
で
は
、
ル
イ
十
四
世
時
代
（
一
六
四
三
―
一
七
一
五
）
に
活
躍
し
た
偉
人
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。
職
業
で
見
る
と
、
軍

人
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
が
、
同
時
に
学
問
や
文
芸
な
ど
多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
第
一
身
分
、
第
二

身
分
、
第
三
身
分
の
別
に
関
係
な
く
偉
人
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
偉
人
の
選
択
の
背
景
と
な
っ
た
思
想
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る

が
）
36
（

、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
や
百

科
全
書
派
を
中
心
と
す
る
十
八
世
紀
後
半

の
新
し
い
偉
人
理
解
で
は
、
国
事
や
軍
事

以
外
の
領
域
に
お
け
る
功
績
も
広
く
認
め

る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
「
徳
」

が
偉
人
の
資
質
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
）
37
（

。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
も
偉
人

の
選
択
に
際
し
て
、
た
と
え
ば
陸
軍
の
将

校
カ
テ
ィ
ナ
（C

A
T

IN
A

T
, N

ico
las d

e
, 

d
e

 L
a F

au
co

n
n

e
rie

; 1
6

3
7

―1
7

1
2

）
は
、

「
軍
事
的
才
能
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
私
心

の
な
さ
や
人
類
愛
、
そ
し
て
哲
学
的
な
精

神
に
よ
っ
て
も
推
薦
に
値
す
る
」
と
し

図5 ルイ＝ジャン＝ジャック・デュラモー《バイヤールの自制》
 1777年サロン，油彩・カンヴァス，323×227cm，
 グルノーブル美術館
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て
お
り
）
38
（

、
ま
た
教
育
者
の
ロ
ラ
ン
（R

O
L

L
IN

, C
h

arle
s; 

1
6

6
1

―1
7

4
1

）
に
つ
い
て
も
、「
文
芸
に
お
け
る
卓
越
し

た
才
能
に
結
び
つ
い
た
穏
や
か
な
徳
に
よ
っ
て
」
記
憶
さ

れ
る
べ
き
人
物
と
述
べ
る
な
ど
）
39
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
功

績
ば
か
り
で
な
く
徳
性
も
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。奨

励
制
作
の
偉
人
像
は
単
に
肖
像
画
を
彫
像
に
し
た
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
物
の
生
き
た
時
代
と
身
分

や
職
業
を
明
確
に
表
す
衣
服
が
着
せ
ら
れ
、
そ
の
人
物
の

功
績
に
関
係
の
あ
る
付
随
物
が
一
緒
に
彫
り
込
ま
れ
た
一

つ
の
場
面
を
構
成
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
《
カ
テ
ィ
ナ

像
》（
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
美
術
館
）（
図
6
）
で
は
、
元

帥
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
カ
テ
ィ
ナ
が
、
一
六
九
三
年

の
秋
に
マ
ル
セ
イ
ユ
で
サ
ヴ
ォ
ワ
公
と
の
対
戦
の
た
め
に

作
戦
を
練
っ
て
い
る
場
面
が
表
さ
れ
て
お
り
、
兜
を
外

し
、
左
手
に
作
戦
図
を
広
げ
、
右
手
に
持
っ
た
剣
で
地
面

の
砂
の
上
に
図
を
描
き
な
が
ら
仲
間
に
説
明
を
し
て
い

る
。
ま
た
《
モ
リ
エ
ー
ル
像
》（
図
7
）
は
、
椅
子
に
腰

掛
け
て
左
側
に
置
か
れ
た
台
に
寄
り
か
か
り
、
左
手
を

図6 クロード・ドゥジュ《カティナ像》
 1783年サロン，大理石，
 210×125×97cm，
 ヴェルサイユ宮殿美術館

図7 ジャン＝ジャック・カッフィエリ
 《モリエール像》1787年サロン，
 大理石，166×91×128cm，
 パリ，ルーヴル美術館
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椅
子
の
背
に
置
い
て
劇
の
一
場
面
を
演
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
動
き
を
伴
っ
て
い
る
。
左
手
に
は
羽
ペ
ン
（
部
分
的
に
破
壊
）
を
持
っ
て
、

「
タ
ル
テ
ュ
フ
」
と
書
か
れ
た
紙
束
に
書
き
付
け
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
写
実
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
相
当
の
注
意

が
払
わ
れ
、
過
去
の
肖
像
画
や
墓
碑
と
の
類
似
、
歴
史
書
へ
の
参
照
な
ど
が
個
々
の
作
品
に
認
め
ら
れ
る
）
40
（

。

先
に
見
た
よ
う
な
教
化
の
役
割
は
、
と
り
わ
け
奨
励
作
品
に
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
現
存
の
作
家
が
制
作
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
従

来
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
体
系
的
な
美
術
史
に
一
頁
を
加
え
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
優
れ
た
才
能
を
評
価
し
、
対
外
的
に
誇
示
す

る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
よ
り
完
成
さ
れ
た
展
示
を
目
指
す
う
え
で
不
可
分
の

関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
展
示
空
間
の
整
備

「
地
図
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
、
絵
画
の
陳
列
室
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
き
っ
と
ご
存
知
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
国
王
が
所
有
す
る
全
て
の
絵
画
が
集
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
最
も
美
し
い
素
晴
ら
し
い
美
術
館
（m

u
sé

e

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
全
て
の
領
域
で
輩
出
し
た
著
名
人
の
大
理
石
に
よ

る
全
身
像
で
飾
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
壮
大
な
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
こ
の
名
誉
が
与
え
ら
れ
る
才
人
た
ち
を

不
滅
の
も
の
に
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
を
命
じ
る
君
主
と
、
こ
の
善
意
に
満
ち
た
陛
下
の
お
考
え
を
大
い
な
る
熱
意
を

も
っ
て
補
佐
す
る
良
識
あ
る
庇
護
者
を
も
永
遠
の
存
在
に
す
る
だ
ろ
う
）
41
（

。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
前
項
で
見
た
よ
う
な
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
拡
充
を
通
し
て
美
術
館
の
展
示
作
品
を
準
備
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
美

術
館
の
空
間
に
関
し
て
も
整
備
を
進
め
た
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
総
監
に
就
任
す
る
頃
に
は
、
美
術
館
の
設
置
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場
所
と
し
て
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
が
有
力
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
引
用
か
ら
も
、
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル

リ
ー
に
美
術
館
を
開
設
す
る
計
画
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
も
一
七
七
六
年
十
月
に
は
、
建
築
家
ス
フ

ロ
に
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改
装
案
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
）
42
（

。
ま
た
、
当
時
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
占
め
て
い
た
諸
都
市
の
レ
リ
ー
フ
模
型
が

一
七
七
六
年
の
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
（
廃
兵
院
）
に
移
動
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
）
43
（

、
遅
く
と
も
一
七
七
六
年
ま
で
に

は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
美
術
館
に
転
換
す
る
案
が
正
式
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
命
を
受
け
て
改
装
案
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
ス
フ
ロ
の
報
告
に
よ
る
と
、
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
の
改
装
に
あ
た
っ

て
は
三
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
）
44
（

。
第
一
の
問
題
は
、
長
大
な
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
複
数
の
小
さ
な
部
屋
に
区
切
る
べ
き
か
否
か
と
い
う

こ
と
、
第
二
は
、
画
家
プ
ッ
サ
ン
（P

O
U

S
S

IN
, N

ico
las; 1

5
9

4

―1
6

6
5

）
が
未
完
の
ま
ま
残
し
た
天
井
画
を
保
存
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
）
45
（

、
そ
し
て
第
三
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
採
光
ま
た
は
照
明
を
用
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
の
三
つ
の
問
題
は
互
い
に

絡
み
合
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
最
大
の
懸
案
と
な
っ
た
の
は
、
第
三
の
採
光
の
問
題
で
あ
っ
た
。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
美
術
作
品
に
最
も
適
し
た
形
で
採
光
を
行
な
う
こ
と
が
美
術
館
の
成
功
に
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
が
、
人
工
的
な

照
明
を
広
範
囲
に
渡
っ
て
設
置
す
る
こ
と
は
予
算
の
関
係
か
ら
難
し
く
、
自
然
光
に
頼
る
必
要
が
あ
っ
た
）
46
（

。
当
時
の
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル

リ
ー
の
採
光
は
、
長
辺
の
壁
面
に
四
十
六
箇
所
ず
つ
あ
る
縦
長
の
窓
に
頼
っ
て
い
た
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
一
七
七
八
年
四
月
一
日
に
、
建

築
家
と
画
家
、
彫
刻
家
の
八
人
か
ら
成
る
委
員
会
を
招
集
し
て
採
光
問
題
を
検
討
さ
せ
た
）
47
（

。
し
か
し
、
天
井
面
か
ら
の
自
然
採
光
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
あ
る
と
す
る
案
、
既
存
の
開
口
部
か
ら
の
採
光
で
十
分
と
す
る
案
、
最
低
限
の
改
修
と
装
飾
に
留
め
る
べ
き
と
す
る
案
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
、
な
か
な
か
纏
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
時
は
ス
フ
ロ
が
、
既
存
の
窓
に
よ
る
側
面
か
ら
の
採
光
を

天
井
面
か
ら
の
自
然
光
で
補
う
と
い
う
妥
協
案
を
提
示
し
て
委
員
会
全
員
の
同
意
を
得
た
が
、
当
局
は
予
算
と
の
関
わ
り
か
ら
保
留
と
し
）
48
（

、

一
七
七
九
年
ま
で
に
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
と
ス
フ
ロ
は
美
術
館
計
画
の
規
模
縮
小
を
認
め
た
）
49
（

。

そ
の
後
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
一
方
で
は
委
員
会
を
結
成
し
て
問
題
の
解
決
を
委
ね
、
他
方
で
は
王
立
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
に
助
言
を
求
め
る
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と
い
う
よ
う
に
、
複
数
の
方
面
か
ら
こ
の
問
題
を
検
討
さ
せ
た
。
当
然
、
提
示
さ
れ
た
案
も
複
数
に
及
び
、
な
か
な
か
意
見
の
一
致
を
見

な
か
っ
た
。
ま
た
財
政
面
の
問
題
も
絡
み
、
建
築
家
た
ち
の
構
想
を
そ
の
ま
ま
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
だ
が

一
七
八
八
年
十
月
に
は
、
建
築
家
ギ
ヨ
ー
モ
（G

U
IL

L
A

U
M

O
T

, C
h

arle
s-A

x
e

l; 1
7

3
0

―1
8

0
7

）
が
、
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
隣
接
す

る
「
サ
ロ
ン
・
カ
レ
」
の
天
井
に
鉄
と
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
越
し
窓
を
実
験
的
に
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
比
較
的
安
価
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
窓
は
一
七
八
九
年
の
サ
ロ
ン
に
合
わ
せ
て
披
露
さ
れ
、
鑑
賞
者
の
間
で
好
評
を
博
し
た
。
同
年
十
一
月
十
六
日
に

国
王
に
宛
て
ら
れ
た
報
告
に
は
、
展
覧
会
は
「
大
き
な
成
功
」
を
収
め
、「
公
衆
は
同
じ
方
法
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
採
光
さ
れ
る
の
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
）
50
（

。
こ
の
成
功
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
計
画
中
の
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
も
同
じ
方
法

で
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
窓
の
設
置
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
の
改
装
計
画
は
空
間
構
成
や
採
光
の
問
題
な
ど
か
ら
綿
密
に
検
討
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
家
に
よ
っ
て
い
く

つ
も
の
計
画
案
が
練
ら
れ
な
が
ら
、
結
局
は
財
政
事
情
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
決
定
の
遅
れ
は
、
お
そ
ら

く
予
算
の
問
題
だ
け
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
。
当
局
側
は
美
術
作
品
を
最
善
の
状
態
で
展
示
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
配
慮
の

下
に
、
古
い
作
品
や
状
態
の
悪
い
作
品
に
対
し
て
は
修
復
等
の
措
置
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
最
善
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
長

く
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
美
術
作
品
の
鑑
賞
に
と
っ
て
最
適
な
照
明
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

は
、
当
局
側
に
は
ま
だ
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
次
々
と
案
が
捻
出
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
効
果
や
問
題

点
に
関
し
て
判
断
す
る
基
準
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
決
心
を
遅
ら
せ
た
も
う
一
つ
の
原
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
王
立
美
術
館
計
画
の
早
期
の
実
現
を
妨
げ
る
大
き
な
要
素
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
理
想
的
な
美
術
館
の
あ
り
方
を

巡
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
交
わ
さ
れ
た
議
論
の
背
景
に
は
、
美
術
作
品
の
保
存
や
管
理
面
で
の
細
心
の
注
意
、
そ
し
て
作
品
を
良
い
条
件
の
下
で

「
見
せ
る
」
と
い
う
公
開
性
へ
の
意
識
と
い
っ
た
、
美
術
を
と
り
ま
く
新
た
な
問
題
の
対
応
に
苦
心
す
る
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

緩
慢
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
こ
の
議
論
は
、
今
日
ま
で
存
続
す
る
美
術
館
の
基
本
的
な
展
示
方
針
や
空
間
条
件
を
整
備
す
る
た
め
の
土
台
を
形
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成
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
美
術
愛
好
家
た
ち
の
提
案

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
マ
リ
ニ
ー
と
テ
レ
ー
の
下
で
は
美
術
館
計
画
が
ほ
と
ん
ど
頓
挫
し
て
し
ま
う
が
、
こ
の
状
況
を
美
術
愛
好
家
た

ち
は
黙
っ
て
見
て
は
い
な
か
っ
た
。
美
術
品
の
公
開
の
機
会
が
増
え
て
い
く
中
で
、
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
重
要
性

を
訴
え
、
開
設
を
強
く
望
む
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
マ
リ
ニ
ー
の
時
代
で
は
、
ジ
ョ
ク
ー
ル
（JA

U
C

O
U

R
T

, L
o

u
is; 1

7
0

4

―1
7

8
0

）
が
執
筆
し
た
『
百
科
全
書
』
の
項
目
「
ル
ー
ヴ
ル
」

が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
ジ
ョ
ク
ー
ル
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
歴
史
等
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
最
後
の
部
分
で
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
て
い

る
。

こ
の
荘
厳
な
建
造
物
の
完
成
が
最
も
壮
麗
な
か
た
ち
で
実
現
す
る
こ
と
は
今
な
お
望
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
こ
の
建
物
の
地

上
階
全
体
を
空
に
し
て
ポ
ル
チ
コ
﹇
屋
根
付
き
の
柱
廊
﹈
に
造
り
替
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
ル
チ
コ
は
王
国
の

最
も
美
し
い
彫
像
を
整
理
し
、
こ
の
種
の
貴
重
な
作
品
を
集
め
る
の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
彫
像
は
、
も
は
や
人
が
散

歩
し
な
い
庭
園
に
散
在
し
て
お
り
、
空
気
や
時
間
や
季
節
に
よ
っ
て
損
わ
れ
、
台
無
し
に
な
っ
て
い
る
。
南
に
位
置
す
る
部
分

に
は
、
王
が
所
有
す
る
全
て
の
絵
画
を
置
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ら
は
今
で
は
何
も
か
も
が
無
造
作
に
家
具
調
度
保
管
所

に
積
み
重
ね
ら
れ
、
誰
も
見
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
）
51
（

。
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ジ
ョ
ク
ー
ル
は
か
つ
て
の
ラ
・
フ
ォ
ン
ら
の
提
案
と
同
様
に
、
王
の
絵
画
・
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
嘆
か
わ
し
い
保
存
状
態
を
指
摘
し
た

後
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
ル
ー
ヴ
ル
に
飾
る
こ
と
、
そ
し
て
ル
ー
ヴ
ル
宮
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
同
時
に
訴
え
て
い
る
。

ま
た
マ
イ
ユ
・
デ
ュ
ソ
ー
ソ
ワ
（D

U
S

S
A

U
S

O
Y

, M
aille

; ?

―?

）
は
、
パ
リ
の
大
規
模
な
都
市
計
画
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

ル
ー
ヴ
ル
宮
内
に
市
庁
舎
と
各
ア
カ
デ
ミ
ー
、
そ
し
て
王
立
図
書
館
と
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
す
る
案
を
示
し
て
い
る
）
52
（

。
デ
ュ
ソ
ー
ソ
ワ

は
、
国
王
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
有
徳
の
偉
人
た
ち
の
彫
像
や
胸
像
を
ヴ
ュ
ー
・
ル
ー
ヴ
ル
に
収
蔵
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い

た
が
、
こ
の
偉
人
像
を
設
置
す
る
と
い
う
案
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル

リ
ー
に
は
、
図
書
館
、
お
よ
び
版
画
・
素
描
・
メ
ダ
ル
・
石
版
の
陳
列
室
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
に
、「
有
益
な
計
画
、
一
市
民
の
願
い
」
と
題
さ
れ
る
提
案
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は

美
術
館
の
設
置
場
所
と
し
て
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
当
時
グ
ラ
ン

ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
は
国
内
諸
都
市
の
模
型
が
置
か
れ
て
お
り
、
一
部
の
関
係
者
や
外
国
要
人
以
外
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
記
事
で
は
、
こ
れ
ら
の
模
型
を
置
く
場
所
と
し
て
は
エ
コ
ー
ル
・
ミ
リ
テ
ー
ル
が
適
当
で
あ
り
、
領
土
拡
大
の
戦
略
を
立
て
る
上
で
も

よ
り
有
益
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
模
型
が
一
掃
さ
れ
た
後
の
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
に
、
王
の
絵
画
や
彫
刻
を
飾
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
ま
ご
ま
し
た
物
が
取
り
除
か
れ
、
ほ
と
ん
ど
何
の
使
い
道
も
な
い
こ
の
広
大
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
王
の
多
く
の
絵

画
や
最
も
偉
大
な
巨
匠
た
ち
の
絵
画
の
傑
作
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
人
が
ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
倉
庫
に
閉

じ
込
め
ら
れ
、
彫
刻
は
「
古
代
の
間
」
と
い
う
、
じ
め
じ
め
し
た
暗
い
部
屋
の
中
に
無
造
作
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。（
中

略
）
そ
れ
﹇
絵
画
が
飾
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹈
は
目
利
き
や
愛
好
家
や
好
事
家
た
ち
の
出
会
い
の
場
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
王
や
君
主
、
将
軍
、
そ
の
他
国
家
の
偉
大
な
人
物
の
像
や
胸
像
が
置
か
れ
、
王
が
彼
ら
に
そ
の
名
誉
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
こ
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の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、「
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー g

ale
rie

 d
e

s arts

」
と
名
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー

の
広
大
さ
は
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
散
歩
に
も
適
し
た
も
の
に
す
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
芸
術
家
た
ち
、
好
古
家
た
ち
、
外
国

人
た
ち
、
あ
ら
ゆ
る
身
分
の
市
民
た
ち
が
、
と
り
わ
け
他
の
散
歩
道
を
歩
け
な
い
季
節
に
、
群
れ
を
成
し
て
こ
こ
を
訪
れ
る
だ

ろ
う
）
53
（

。

こ
の
提
案
で
は
、
先
の
テ
レ
ー
の
構
想
と
同
じ
よ
う
に
、
美
術
品
が
飾
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
を
散
歩
の
場
所
と
し
て
も
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
こ
れ
を
「
冬
の
テ
ュ
イ
ル
リ
」
と
名
付
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
七
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
国
王
の
美
術
作
品
を
集
め
て
美
術
の
殿
堂
を
作
ろ
う
と
い

う
声
が
各
方
面
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
美
術
行
政
が
財
政
難
に
苛
ま
れ
て
あ
ら
ゆ
る
政
策
で
主
導
権
を
発
揮
で
き
な
い
一
方

で
、
美
術
市
場
の
拡
大
も
手
伝
っ
て
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
次
々
と
築
き
、
独
自
の
サ
ー
ク
ル
を
形
成
し
て
研
究
を
深
め
て
い
た
愛
好
家

や
蒐
集
家
た
ち
の
力
は
着
実
に
強
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
に
属
さ
な
い
公
衆
た
ち
も
、
展
覧
会
等
で
美
術
作
品
に
親

し
み
、
観
る
目
を
養
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
著
作
物
等
で
知
識
を
得
る
な
ど
し
て
、
美
術
に
対
す
る
関
心
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
美
術
界
の
現
象
と
同
時
に
、『
百
科
全
書
』
の
編
集
・
刊
行
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
類
の
知
の
総
体
を
分
類
・
整
理

し
て
示
す
と
い
う
啓
蒙
の
野
望
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
状
況
が
絡
み
合
う
こ
と
で
、
一
七
七
四
年
に
ダ
ン

ジ
ヴ
ィ
レ
が
総
監
に
就
任
し
た
際
に
は
、
ル
ー
ヴ
ル
へ
の
美
術
館
の
開
設
は
必
ず
実
現
す
べ
き
王
国
の
事
業
と
し
て
、
す
で
に
公
衆
の
一
致

し
た
要
請
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
美
術
館
の
開
設
計
画
は
、
美
術
館
の
設
置
場
所
と
し
て
の
ル
ー
ヴ
ル
宮
グ
ラ
ン
ド
・

ギ
ャ
ル
リ
ー
の
改
装
と
、
そ
こ
に
展
示
す
る
作
品
の
準
備
と
し
て
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
拡
充
と
奨
励
制
作
、
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
柱

か
ら
成
る
も
の
だ
っ
た
。
改
め
て
全
体
を
概
観
し
て
み
る
と
、
競
売
会
へ
の
意
欲
的
な
参
加
に
よ
る
作
品
購
入
や
過
去
の
巨
匠
の
作
品
の
修
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復
、
そ
し
て
隔
年
毎
の
定
期
的
な
注
文
を
通
じ
て
美
術
館
の
展
示
予
定
作
品
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
一
方
、
建
築
上
の
改
装
に
つ
い

て
は
、
緻
密
な
議
論
が
幾
度
に
も
渡
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
結
局
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
判
断
は
下
さ
れ
な
い
ま
ま
に
時
が
流

れ
た
と
い
う
印
象
が
否
め
な
い
。
一
七
八
七
年
四
月
二
十
九
日
の
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
提
案
に
基
づ
き
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル

リ
ー
を
王
立
美
術
館
に
転
換
す
る
計
画
は
一
七
八
八
年
三
月
三
十
一
日
に
国
王
の
認
可
を
得
る
が
、
こ
の
時
点
で
も
最
終
的
な
図
面
は
完
成

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
）
54
（

。

ル
ー
ヴ
ル
宮
の
王
立
美
術
館
計
画
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
れ
ほ
ど
進
展
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
完
成

時
の
青
写
真
に
あ
た
る
資
料
は
存
在
せ
ず
、
客
観
的
な
進
展
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
と
関
係
者
の
あ

い
だ
の
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
取
り
か
ら
、
こ
の
計
画
が
真
に
実
現
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ

ル
リ
ー
の
改
装
と
展
示
作
品
の
準
備
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
美
術
館
の
管
理
官
の
人
事
や
ル
ー
ヴ
ル
宮
周
辺
の
整
備
な
ど
、
開
館
に
向
け
て

必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
準
備
に
可
能
な
限
り
着
手
さ
れ
て
い
た
。

王
立
美
術
館
の
創
設
計
画
に
は
無
論
、
愛
好
家
も
知
悉
し
て
い
た
。
一
七
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
彼
ら
の
間
で
は
そ
の
実
現
を
危
ぶ

む
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
八
五
年
十
一
月
の
『
メ
モ
ワ
ー
ル
・
ス
ク
レ
』
で
は
、「
例
の
美
術
館
は
進
展
す
る
ど
こ
ろ
か
後

退
し
て
い
る
。
来
年
か
、
少
な
く
と
も
一
七
八
七
年
に
は
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
が
、
本
年
に
は
何
も
行
わ
れ
て
い

な
い
」
と
現
状
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
採
光
の
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
財
務
総
監

カ
ロ
ン
ヌ
（C

A
L

O
N

N
E

, C
h

arle
s-A

le
x

an
d

re
 d

e
; 

在
任
一
七
八
三
―
八
七
）
は
「
こ
の
国
民
的
な
記
念
碑
の
た
め
に
は
何
も
惜
し
ん
で

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
お
り
、
決
定
は
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
に
委
ね
た
と
さ
れ
て
い
る
）
55
（

。
し
か
し
一
七
八
〇
年
代
後
半
に

は
、
複
数
の
愛
好
家
が
同
じ
よ
う
な
懸
念
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
一
人
は
メ
ル
シ
エ
（M

E
R

C
IE

R
, L

o
u

is-S
é

b
astie

n
; 1

7
4

0

―1
8

1
4

）
で

あ
る
。



481 フランス革命前夜のルーヴル美術館計画

美
術
館
。
こ
れ
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
上
階
部
分
に
設
置
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
し
か
に
美
術
が
こ
れ
を
完
成
さ

せ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
記
念
碑
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
国
王
が
所
有
す
る
全
て
の
絵
画
が
置
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は

﹇
美
術
館
の
完
成
を
﹈
待
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
視
線
か
ら
隠
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
性
ら
し
く
、

そ
の
実
現
は
緩
慢
で
、
計
画
は
十
回
も
変
わ
る
だ
ろ
う
。
も
し
日
の
目
を
見
る
と
し
て
も
、
公
衆
が
こ
れ
を
享
受
す
る
の
は

ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
ろ
う
）
56
（

。

ま
た
カ
ト
ル
メ
ー
ル
・
ド
・
カ
ン
シ
ー
（Q

U
A

T
R

E
M

È
R

E
 D

E
 Q

U
IN

C
Y

, A
n

to
in

e
-C

h
r
y

so
sto

m
e

; 1
7

5
5

―1
8

4
9

）
も
、「
美
術
館
で

は
、
ま
だ
こ
れ
は
計
画
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
テ
ッ
サ
リ
ア
の
水
道
橋
と
同
じ
く
ら
い
長
く
て
広
い
廊
下
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
）
57
（

」
と
、

実
現
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
、『
パ
リ
の
現
状
』
で
も
、

国
王
の
栄
光
の
た
め
に
は
、
愛
好
家
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど
望
ん
で
い
る
こ
の
記
念
建
造
物
の
完
成
を
ぜ
ひ
と
も
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
建
造
物
に
よ
っ
て
、
パ
リ
は
ロ
ー
マ
か
ら
美
術
の
支
配
権
を
奪
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）
58
（

。

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
美
術
館
の
完
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
し
た
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
以
上
の
疑
念

が
一
七
八
五
―
八
八
年
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
完
成
が
目
指
さ
れ
、
愛
好
家
た
ち
も
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
懸
念
が
表
面
化
す
る
背
景
に
は
、
美
術
館
の
完
成
を
望
む
愛
好
家
た
ち
の
願
い
が
あ
り
、
ま
た

彼
ら
に
期
待
を
持
た
せ
る
だ
け
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
の
改
装
問
題
が
解
決
し
な
い
中
で
、
同

年
に
王
立
美
術
館
開
設
の
国
王
の
認
可
を
取
り
付
け
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
愛
好
家
の
声
が
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
届
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。
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そ
も
そ
も
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
王
立
美
術
館
を
開
設
す
る
計
画
は
、
一
七
四
七
年
の
ラ
・
フ
ォ
ン
の
提
案
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

美
術
行
政
当
局
は
、
愛
好
家
に
よ
る
意
見
を
採
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
計
画
を
立
て
る
が
、
そ
の
計
画
を
具
体
的
に
推
進
す
る
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ

レ
も
、
公
衆
の
声
を
常
に
意
識
し
て
い
た
。
年
々
増
大
す
る
公
衆
の
影
響
力
を
踏
ま
え
た
上
で
、
彼
ら
を
啓
蒙
す
る
こ
と
、
彼
ら
に
徳
や
祖

国
愛
を
教
え
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
王
権
の
主
導
の
下
、
代
々
の
王
室
建
造
物
局
総
監
が
力
を
割
い
て
き
た
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
美
術
館

計
画
は
、
こ
の
よ
う
に
愛
好
家
あ
る
い
は
公
衆
と
い
う
「
在
野
」
の
人
々
と
の
相
関
関
係
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
七
八
九
年
八
月
二
十
五
日
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
サ
ロ
ン
・
カ
レ
で
は
、
ギ
ヨ
ー
モ
が
改
修
し
た
新
し
い
天
井
の
下
で
例
年
通
り
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
、
奨
励
作
品
二
十
点
あ
ま
り
を
含
む
三
五
〇
点
以
上
も
の
作
品
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
。
明
る
い
光
に
満
ち
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
多
く
の
作
品
と
観
衆
が
溢
れ
る
会
場
は
、
さ
ぞ
絢
爛
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
社
会
状
況
は
刻
一

刻
と
変
化
し
て
い
た
。
五
月
の
全
国
三
部
会
の
開
催
、
六
月
の
国
民
議
会
の
設
立
（
七
月
に
憲
法
制
定
国
民
議
会
と
改
称
）、
七
月
の
バ
ス

テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
と
農
民
暴
動
の
拡
大
、
そ
し
て
八
月
初
頭
に
は
封
建
的
諸
特
権
の
廃
止
が
決
ま
る
。
そ
し
て
十
一
月
二
日
に
は
教
会
財

産
国
有
化
が
決
議
さ
れ
、
以
後
、
一
七
九
一
年
十
一
月
に
は
亡
命
貴
族
の
財
産
の
没
収
、
一
七
九
二
年
八
月
十
日
の
王
権
停
止
に
あ
た
っ
て

は
王
家
の
財
産
も
没
収
さ
れ
た
。
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
で
特
権
階
級
が
保
有
し
て
い
た
財
産
は
全
て
国
民
の
手
に
渡
っ
た
。
こ
こ
に

含
ま
れ
た
膨
大
な
数
の
美
術
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
国
の
文
化
的
財
産
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
管
理
し
活
用
す

る
た
め
の
手
筈
も
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
い
く
。

王
権
停
止
一
周
年
を
記
念
し
て
、「
旧
体
制
に
対
す
る
新
体
制
の
優
越
の
輝
か
し
い
証
拠
）
59
（

」
と
し
て
開
館
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
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リ
ー
の
「
共
和
国
美
術
館 M

u
sé

u
m

 d
e

 la R
é

p
u

b
liq

u
e

」
の
展
示
は
、
き
わ
め
て
政
治
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
五
三
七
点

の
絵
画
と
一
二
四
点
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
胸
像
、
工
芸
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
）
60
（

。
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
た
の
は
十
七
世
紀
と
そ
れ
以
前
の

イ
タ
リ
ア
、
北
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
で
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
の
作
品
で
は
、
パ
ン
ニ
ー
ニ
（P

A
N

N
IN

I, G
io

van
n

i-P
ao

lo
; 1

6
9

5

―1
7

6
8

）

や
テ
ィ
エ
ポ
ロ
（T

IE
P

O
L

O
, G

iam
b

attista; 1
6

9
6

―1
7

7
0

）
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
の
画
家
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
の
名

は
無
く
、
唯
一
の
例
外
と
し
て
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
（V

E
R

N
E

T
, C

lau
d

e
-Jo

se
p

h
; 1

7
1

4

―1
7

8
9

）
の
海
景
画
が
十
三
点
含
ま
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
に
よ
る
作
品
は
た
だ
の
一
点
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
徳
と
愛
国
的
な
感
情
を
か
き
立
て
る
」
と

い
う
教
化
の
役
割
は
完
全
に
捨
て
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
革
命
政
府
が
目
指
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
ル
ー
ヴ
ル
の
開
館
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
十
七
世
紀
以
前
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
明
確
に
旧
体
制
を
否
定
し
、「
悪
し
き
過
去
」
が
「
閉
じ
込
め
て
」
い

た
か
つ
て
の
国
王
の
至
宝
を
国
民
の
前
に
華
々
し
く
解
放
す
る
。
一
七
九
三
年
八
月
十
日
の
展
示
内
容
に
表
れ
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
政
治

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
美
術
館
と
い
う
場
を
強
力
な
メ
デ
ィ
ア
と
と
ら
え
、
展
示
に
社
会
的
・
政
治
的
役
割
を
付
与
し
得
る
と
い
う
考
え
方
そ
の
も

の
は
、
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
こ
そ
異
な
れ
ど
も
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
よ
る
王
立
美
術
館
の
構
想
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
革
命
政

府
は
、
美
術
作
品
を
見
る
公
衆
の
存
在
、
そ
こ
に
立
脚
す
る
「
美
術
館
」
と
い
う
枠
組
み
と
制
度
、
そ
し
て
美
術
館
を
通
じ
た
教
化
・
教
育

と
い
う
発
想
は
、
忌
む
べ
き
は
ず
の
「
過
去
」
か
ら
そ
の
ま
ま
継
承
し
、
独
自
の
仕
方
で
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
革
命
政

府
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
。
だ
が
美
術
館
を
公
教
育
の
一
機
関
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
革
命
政
府
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
よ
っ
て
築
き

上
げ
ら
れ
た
啓
蒙
の
手
段
が
発
揮
し
う
る
効
果
を
誰
よ
り
も
信
奉
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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a
m

b
rid

g
e

 U
n

iv
e

rsity
 P

re
ss, 1

9
9

4

（B
e

rk
e

le
y

: U
n

iv
e

rsity
 o

f 

C
alifo

rn
ia P

re
ss, 1

9
9
9

）.

（
4
） 

鈴
木
杜
幾
子
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
誕
生
Ⅰ
――
旧
体
制
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
――
」『
明
治
学
院
論
叢
』、
明
治
学
院
大
学
文
学
会
、
第

四
一
一
号
、
一
九
八
七
年
三
月
、
三
七
―
六
三
頁;  
同
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
誕
生
Ⅱ
――
大
革
命
か
ら
第
一
帝
政
へ
――
」
同
、
第
四
二
五
号
、

一
九
八
八
年
三
月
、
三
一
―
七
四
頁
。

（
5
） 

一
七
四
七
年
に
提
案
さ
れ
た
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
最
初
の
構
想
、
お
よ
び
一
七
五
〇
年
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
に
つ
い

て
は
別
稿
で
詳
し
く
扱
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
拙
稿
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
構
想
の
萌
芽
――
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

開
設
と
そ
の
機
能
（
一
七
四
七
―
一
七
五
〇
年
）
――
」『
一
橋
社
会
科
学
』、
第
一
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
―
一
三
頁
。

（
6
） ﹇L

A
 F

O
N

T
 D

E
 S

A
IN

T
-Y

E
N

N
E

（É
.

）﹈, R
éfl

exion
s su

r q
u

elq
u

es ca
u

ses d
e l ’éta

t p
résen

t d
e la

 p
ein

tu
re en

 F
ra

n
ce, L

a H
ay

e
: N

e
au

lm
e
, 

1
7
4
7
, p

p
.3

2

―4
1
.

（
7
） «
T

ab
le

au
x

 d
u

 R
o

i, p
lacé

s d
an

s le
 P

alais d
u

 L
u

x
e
m

b
o

u
rg

», M
F

, 1
7
5
0
, d

é
c.

―I, p
p

.1
4
7

―1
5
1
;

﹇L
A

 F
O

N
T

 D
E

 S
A

IN
T

-Y
E

N
N

E

（É
.

）﹈, 
L

’O
m

bre d
u

 gra
n

d
 C

olbert, le L
ou

vre et la
 ville d

e P
a

ris, d
ia

logu
e,

（n
o

u
v. é

d
.

）,﹇P
aris: M

ich
e
l L

am
b

e
rt

﹈, 1
7
5
2
, p

p
.1

8

―1
9
, n

o
te

; 

L
E

B
R

U
N

（J.-B
.-P.

）, A
lm

a
n

a
ch

 h
istoriq

u
e et ra

ison
n

é d
es a

rch
itectes, p

ein
tres, scu

lp
teu

rs, gra
veu

rs, et ciseleu
rs, P

a
ris: D

e
la

la
in

; 



486

V
ve

 D
u

ch
e
sn

e
, 1

7
7
6

―1
7
7
7

（G
e
n

è
ve

: M
in

k
o

ff, 1
9
7
2

）, 1
7
7
7
, p

p
.1

7
3

―1
7
4
.

（
8
） A

N
, O

1
/

1
0
7
3
/

1
/

2
6

﹇d
até

e
 d

u
 2

7
 jan

.1
7
5
0

﹈.
（
9
） 
総
監
就
任
時
点
で
の
名
称
は
「
ヴ
ァ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
侯
爵
」
で
あ
り
、
マ
リ
ニ
ー
侯
爵
と
な
る
の
は
一
七
五
四
年
九
月
十
四
日
だ
が
、
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
一
般
に
通
用
し
て
い
る
後
者
の
呼
称
に
統
一
し
て
用
い
る
。
ち
な
み
に
、
マ
リ
ニ
ー
侯
爵
は
ル
イ
十
五
世
の
寵
姫

と
な
っ
た
ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
侯
爵
夫
人
（P

O
M

P
A

D
O

U
R

, Je
an

n
e
-A

n
to

in
e
tte

 L
e
n

o
rm

an
d

 d
’E

tio
lle

s, m
arq

u
ise

 d
e
; 1

7
2
1

―1
7
6
4

）
の
弟

で
あ
り
、
前
任
者
の
ト
ゥ
ル
ヌ
エ
ム
も
彼
女
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
10
） 

当
時
の
王
室
建
造
物
局
の
予
算
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。L

O
C

Q
U

IN
, 1

9
1
2

（1
9
7
8

）, op
. cit., p

p
.1

9

―2
0
.

（
11
） B

A
R

B
IE

R

（E
.-J.-F

.
）, C

h
ro

n
iq

u
e d

e la
 régen

ce et d
u

 règn
e d

e L
o
u

is X
V

（1
7

1
8

―1
7

6
3

）, o
u

 Jo
u

rn
a

l d
e B

a
rbier, 8

 v
o

ls., P
a
ris: 

C
h

arp
e
n

tie
r, 1

8
5
7

―1
8
6
6
, t.6

, p
p

.1
3
1

―1
3
2
.

（
12
） M

F
, avr. 1

7
5
5
, p

p
.1

6
7

―1
7
5
.  

こ
こ
で
は
具
体
的
な
建
築
家
の
名
前
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
心
的
人
物
は
お
そ
ら
く
ガ
ブ
リ
エ
ル

（G
A

B
R

IE
L

, Jacq
u

e
s-A

n
g

e
; 1

6
9
8

―1
7
8
2

）
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
） H

A
U

T
E

C
Œ

U
R

, 1
9
4
0
, op

. cit., p
.7

5
.

（
14
） «

L
o

u
vre

», in
 D

ID
E

R
O

T

（D
.

）et D
’A

L
E

M
B

E
R

T

（J.L
.R

.

）, é
d

., E
n

cyclop
éd

ie ou
 D

iction
n

a
ire ra

ison
n

é d
es scien

ces, d
es a

rts et d
es 

m
étiers, P

aris: B
riasso

n
 e

t al., N
e
u

ch
âte

l: S
. F

au
lch

e
, 1

7
5
1

―1
7
6
5
, t.IX

, 1
7
6
5
, p

.7
0
7
.

（
15
） T

A
D

G
E

L
L

（C
h

.

）, A
n

ge-Ja
cq

u
es G

a
briel, L

o
n

d
o

n
: A

. Z
w

e
m

m
e
r, 1

9
7
8
, p

p
.1

9
4

―2
0
3
.

（
16
） H

A
U

T
E

C
Œ

U
R

, 1
9
4
0
, op

. cit., p
.7

5
.

（
17
） R

E
B

O
U

L
, E

ssa
i su

r les m
œ

u
rs d

u
 tem

p
s, L

o
n

d
re

s: ch
e
z V

in
ce

n
t, 1

7
6
8
, p

p
.1

9
0

―1
9
1
.  「

ヴ
ュ
ー
・
ル
ー
ヴ
ル
」
と
は
、
中
世
に
城
砦
が

建
て
ら
れ
た
同
宮
の
東
側
の
部
分
で
あ
る
。「
ア
ポ
ロ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
と
サ
ロ
ン
・
カ
レ
を
繋
ぐ
よ
う
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
天
井
や
壁
面
に
は
ス
タ
ッ
コ
や
金
箔
に
よ
る
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。

（
18
） «

M
u

sœ
u

m
» 

は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
設
け
ら
れ
た
知
の
殿
堂
「
ム
セ
イ
オ
ン
」
を
指
す
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
美
術
品
の
収
蔵
場
所
を
表
す
の
に
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は «

cab
in

e
t» 

や «
g

ale
rie

» 

の
語
で
あ
り
、
一
連
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術

館
計
画
で
も
、
十
八
世
紀
中
葉
に
は
一
般
に «

g
ale

rie
» 

と
表
さ
れ
て
い
た
。
管
見
の
限
り
、
美
術
館
計
画
の
中
で «

M
u

sœ
u

m
» 

の
語
を
用
い

た
の
は
、
こ
の
ル
ブ
ー
ル
の
著
書
が
初
め
て
で
あ
る
。
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（
19
） 

一
七
六
三
年
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
軍
司
令
官
デ
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
公
（A

IG
U

IL
L

O
N

, E
m

m
an

u
e
l-A

rm
an

d
, d

u
c

 d
’; 1

7
2
0

―1
7
8
2

）
が
総
括
徴
税
請

負
人
へ
の
新
税
の
導
入
を
一
方
的
に
決
め
た
折
に
、
レ
ン
ヌ
高
等
法
院
が
そ
の
登
録
を
拒
否
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
こ
れ
に
伴
っ
て
国
王
は
レ

ン
ヌ
高
等
法
院
を
解
散
し
て
首
謀
者
の
逮
捕
に
踏
み
切
る
も
、
パ
リ
と
ル
ア
ン
の
高
等
法
院
の
反
発
に
遭
っ
た
た
め
に
レ
ン
ヌ
高
等
法
院
を
復

活
さ
せ
る
。
デ
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
が
パ
リ
で
有
罪
に
な
る
と
、
王
は
一
連
の
事
件
の
全
て
を
破
棄
す
る
一
方
で
、
高
等
法
院
と
繋
が
り
を
持
つ
シ
ョ

ワ
ズ
ー
ル
を
罷
免
。
新
し
い
王
の
寵
姫
デ
ュ
・
バ
リ
ー
夫
人
（B

A
R

R
Y

, Je
an

n
e
 B

é
cu

, co
m

te
sse

 d
u

; 1
7
4
3

―1
7
9
3

）
の
支
持
を
得
た
モ
プ
ー

（M
A

U
P

E
O

U
, R

e
n

é
 N

ico
las C

h
arle

s A
u

g
u

stin
 d

e
; 1

7
1
4

―1
7
9
2

）
と
ア
ベ
・
テ
レ
ー
、
そ
し
て
デ
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
が
台
頭
し
て
三
頭
政
治
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
20
） A

N
, O

1
/

1
9
1
2

（2

）/4
/

8
2

﹇L
e
ttre

 d
e
 L

aco
m

b
e
 à T

e
rray, d

até
e
 d

u
 4

 ao
û

t 1
7
7
3

﹈.

（
21
） C

O
Q

U
E

R
E

A
U

（J.-B
.-L

.
）, M

ém
oires d

e l ’a
bbé T

erra
i, con

trolleu
r-gén

éra
l d

es fi
n

a
n

ces
..., L

o
n

d
re

s
:

﹇s.n
.

﹈, 1
7
7
6
, p

p
.1

9
1

―1
9
2
.

（
22
） Ibid

., p
.1

9
2
.

（
23
） A

N
, O

1
/

1
1
2
5
/

2
4
5

―2
4
6

﹇L
e
ttre

 d
e
 d

’A
n

g
iville

r à L
aco

m
b

e
, d

até
e
 d

u
 2

1
 se

p
.1

7
7
4

﹈.

（
24
） A

N
, O

1
/

1
9
1
2

（2

）/5
/

1
4
2

; O
1
/

1
9
1
2
（2
）/5

/
1
4
3

﹇L
e
ttre

s d
e
 B

ailly
 à d

’A
n

g
iville

r, d
até

e
s d

u
 1

2
 d

é
c.1

7
7
4

﹈.

（
25
） A

N
, O

1
/

1
9
1
2

（2

）/5
/

1
5
3
, O

1
/

1
1
2
5
/

4
0
7

―4
0
8

﹇L
e
ttre

 d
e
 d

’A
n

g
iville

r à B
ailly

 d
até

e
 d

u
 2

9
 d

é
c.1

7
7
4

﹈.

（
26
） A

N
, O

1
/

1
9
1
4

（1

）/1
/

3
3
5
, O

1
/

1
1
2
9
/

3
0
3

―3
0
4

﹇L
e
ttre

 d
e
 d

’A
n

g
iville

r à P
ie

rre
, d

até
e
 d

u
 1

2
 n

o
v.1

7
7
6

﹈（re
p

r. F
U

R
C

Y
-R

A
Y

N
A

U
D

, 

1
9
0
5
, p

.1
0
9
, n

 

°11
9

）; O
1
/

1
9
1
4

（1

）/1
/

3
3
6

﹇L
e
ttre

 d
e
 P

ie
rre

 à d
’A

n
g

iville
r, d

até
e
 d

u
 2

0
 n

o
v.1

7
7
6

﹈（re
p

r. F
U

R
C

Y
-R

A
Y

N
A

U
D

, 1
9
0
5
, 

p
.1

0
8
, n

 

°11
8

）.  

こ
れ
は
コ
ン
テ
ィ
公
が
所
有
し
て
い
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
内
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
パ
ン
テ
ィ
エ
ー
ヴ
ル
公
に
遺
贈
し
た
折
に
出

さ
れ
た
要
求
で
あ
る
。

（
27
） 

当
時
の
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
数
を
知
る
こ
と
は
種
々
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
可
能
だ
が
、
そ
の
中
か
ら
王
宮
の
装
飾
画
等
を
除
き
、
美
術
館

に
展
示
可
能
だ
っ
た
作
品
を
抽
出
す
る
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
展
示
の
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
る
作
品
数
を
最
大
で

二
千
点
程
度
と
し
て
お
く
。

（
28
） 

購
入
費
用
は
一
七
七
九
年
か
ら
八
七
年
の
間
に
七
七
万
一
八
〇
三
リ
ー
ヴ
ル
に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
購
入
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
購
入
の
総
額
は
百
万
リ
ー
ヴ
ル
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。A

N
, O

1
/

1
9
1
9

（1

）/1
/

1
0
9

﹇R
ap

p
o

rt d
e
 d

’A
n

g
iville

r, d
até

 d
u

 1
5
 

avr.1
7
8
6

﹈; A
N

, O
1
/

1
9
2
0

（1

）/1
/

1
5

﹇R
ap

p
o

rt d
e
 d

’A
n

g
iville

r, d
até

 d
u

 2
5
 jan

.1
7
8
8

﹈.
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（
29
） 

そ
の
中
に
は
、
ル
ー
ベ
ン
ス
（R

U
B

E
N

S
, P

e
te

r P
au

l; 1
5
7
7

―1
6
4
0

）
や
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
（V

E
R

M
E

E
R

, Jo
h

an
n

e
s

; 1
6
3
2

―1
6
7
5

）
や
ム
リ

リ
ョ
（M

U
R

IL
L

O
, B

arto
lo

m
é
 E

ste
b

an
; 1

6
1
8

―1
6
8
2

）
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
日
の
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
代
表

作
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

（
30
） E

D
W

A
R

D
S

（J.

）, A
lexa

n
d
re-Josep

h
 P

a
illet, exp

ert et m
a

rch
a

n
d
 d

e ta
blea

u
x à

 la
 fi

n
 d

u
 X

V
III e siècle, P

aris: A
rth

e
n

a, 1
9
9
6
.

（
31
） P

V
A

P
S

, t.V
III, p

.1
6
9
.  

こ
の
計
画
は
翌
年
一
月
六
日
に
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
院
長
ピ
エ
ー
ル
宛
に
書
か
れ
た
手
紙
の
中
で
確
認
さ
れ
、

こ
の
手
紙
は
翌
一
月
七
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
総
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。A

N
, O

1
/

1
9
2
5
/

B

（1

）/1
0

﹇b

﹈; O
1
/

1
1
2
6
/

5

―8

（re
p

r. P
V

A
P

S
, 

t.V
III, p

p
.1

7
6

―1
7
8

）; P
V

A
P

S
, t.V

III, p
p

.1
7
4

―1
7
5
.  

な
お
、
パ
リ
国
立
古
文
書
館
所
蔵
のA

N
, O

1
/

1
9
2
5
B

の
シ
リ
ー
ズ
は
年
代
毎
に
一
―

十
八
の
下
位
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
各
資
料
に
は
番
号
が
振
ら
れ
て
い
な
い
。
末
尾
の
﹇　

﹈
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
筆
者
が
区
別

の
便
を
図
る
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
中
の
「
物
語
画p

e
in

tu
re

 d
’h

isto
ire

」
と
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
序
列
で
最
高
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
神
話
・
宗
教
・
歴
史
の
各
主
題
を
含
む
概
念
で
あ
る
。

（
32
） 

奨
励
制
作
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
美
術
政
策
と
鑑
賞
者
――
王
室
建
造
物
局
総
監
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
と
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
構
想
（
一
七
四
七
―
一
七
九
三
）
――
」
博
士
論
文
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
こ
こ
に
は
全
奨
励

作
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
収
め
て
い
る
。

（
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（
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（
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） P

L
U
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R
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U
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6
 vo

ls., P
aris: L

e
s B

e
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s-le
ttre

s, 1
9
5
7

―1
9
8
3
, t.3

: P
é
riclè

s, 9
, 2

.

（
36
） 

こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
筆
者
は
学
会
報
告
で
取
り
上
げ
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
に
お
け
る
祖
国
愛
の
称
揚
――
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の

『
奨
励
制
作
』
を
事
例
と
し
て
――
」
日
本
西
洋
史
学
会
第
五
十
八
回
大
会
個
別
研
究
報
告
（
二
〇
〇
八
年
五
月
十
一
日
、
於
：
島
根
大
学
）; 

拙

稿
「
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
に
見
る
『
偉
人
』
の
イ
メ
ー
ジ
」（
例
会
発
表
要
旨
）、『
日
仏
美
術
学
会
会
報
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、

五
〇
―
五
一
頁
。

（
37
） 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
次
に
詳
し
い
。B

O
N

N
E

T

（J.-C
.

）, N
a

issa
n

ce d
u

 P
a

n
th

éon
: essa

i su
r le cu

lte d
es gra

n
d
s h

om
m

es, P
aris: F

ay
ard

, 

1
9
9
8
.
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（
40
） 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
次
を
参
照
。
拙
稿
「
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
――
自
国
史
へ
の
関
心
と
『
フ
ラ
ン
ス
派
』
の
形
成
」、『
鹿
島
美
術
研

究
』、
鹿
島
美
術
財
団
、
年
報
第
二
十
六
号
別
冊
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
一
八
三
―
一
九
四
頁
。

（
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e
 S
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e
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u
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c
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7
7

6

﹈.  

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改
装
案
の
検
討
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
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.

（
45
） 

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
美
術
の
手
本
と
仰
が
れ
て
き
た
プ
ッ
サ
ン
は
、
一
六
二
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
て
以
降
、
一
六
四
〇
―
四
二
年
に
一
時

的
に
パ
リ
に
戻
っ
た
以
外
は
終
生
ロ
ー
マ
で
制
作
を
行
っ
た
。
こ
の
天
井
画
は
そ
の
一
時
帰
国
の
折
に
手
が
け
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

残
さ
れ
た
数
少
な
い
巨
匠
の
作
品
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
着
手
さ
れ
て
い
た
の
は
ほ
ん
の
僅
か
な
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
未
完
の
作
品
を
保

存
す
べ
き
か
否
か
、
建
築
家
た
ち
の
意
見
は
完
全
に
分
か
れ
た
。

（
46
） C

O
N

N
E

L
L

Y
, 1

9
7
2
, op

.cit., p
.1

2
3
.

（
47
） 

メ
ン
バ
ー
は
、
ス
フ
ロ
、
ア
ゾ
ン
、
ブ
レ
ビ
オ
ン
、
ミ
ッ
ク
（M

IQ
U

E
, R

ich
ard

; 1
7
2
8

―1
7
9
4

）、
ウ
ル
テ
ィ
エ
（H

E
U

R
T

IE
R

, Je
an

-F
ran

ço
is; 

1
7
3
9

―1
8
2
2

）
の
五
人
の
建
築
家
、
お
よ
び
画
家
の
ピ
エ
ー
ル
と
ロ
ベ
ー
ル
、
彫
刻
家
パ
ジ
ュ
ー
（P

A
JO

U
, A

u
g

u
stin

; 1
7
3
0

―1
8
0
9

）
で
あ
る
。

（
48
） Ibid

., p
p

.1
2
5

―1
2
6
.

（
49
） Ibid

., p
.1

2
5
.  

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
そ
の
後
一
七
八
〇
年
か
ら
八
五
年
の
間
に
グ
ラ
ン
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
ー
の
屋
根
の
改
修
に
必
要
な
財
源
を
定
め
た
。
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